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‘To acknowledge the duty that accompanies every right” 

Affiliated with the International Association of Y’s Men’s Clubs 

 

 

 

 

C/O OSAKA YMCA 

    1-5-6 TOSABORI、NISHIKU、 

 OSAKA、JAPAN 

201８年 6 月 No.433 
 Chartered July 20，1982 

主 題 Y’s THEME (2016～2017)  クラブ役員  Officers 

センテニアルクラブ会長 ：『一期一会』  

国際会長    ：『ともに、光の中を歩もう』 

アジア地域会長 ：『ワイズ運動を尊重しよう』 

西日本区理事   ：『心身の健康づくりから、クラブの健康づくりへ』 

中西部部長    ：『未来には希望がある』 
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会 計 

メネット会長 

Y 連絡職員 
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三浦 直之 

藤井 大祐 

松浦 孝次 

松浦 孝次 

岡本 剛介 

坂本 千春 

船戸 輝久 

Biblical Message of June June Club Meeting 

『評価・計画』  

6月第１例会  

 

  

日 時：2018年6月20日（水）18:45～20:45 

場 所：ホテルグランヴィア大阪 

司 会：中村 茂高君 

1． 開会            三浦 直之 会長 

2． ワイズソング        一同 

3． 聖句朗読          松浦 和子 君 

4． ゲスト・ビジター紹介    三浦 直之 会長 

5． 今月の強調月間       三浦 直之 君 

6． 晩餐            一同 

7． 卓話「想いをつなぐ事業継承のつぼ 

～中小企業探訪 40 年の経験から～」 

関西大学名誉教授・大西正曹さん 

8． 連絡・報告・ニュース    各メンバーから 

9. 誕生祝い           一同 

10. 閉会             三浦 直之 会長 

 

 

お誕生日：角地メン 

     ※プレゼントは三浦メンにご用意していただきます。 

例会担当：2 班：小林、坂本、中村隆、中村茂、何、藤原 

           

6 月第 2 例会  
 

日時：2018年6月27日(水)18:30～20:30     

場所：土佐堀YMCA会館４階  

 

【クラブ統計 Statistics 】   

5 月 種 別 第１例会 第２例会 BF ポイント ニコニコ献金 

在籍会員   20 名 

例会出席    14 名 

うちメーキャップ 

0 名 

出 席 率     70% 

メ ン 

メネット 

ビジター 

ゲ ス ト

合 計 

12 名 

3 名 

0 名 

1 名 

16 名 

6 名 

１名 

0 名 

0 名 

７名 

5 月           0g 

現  金        0 円 

累  計 

切  手       204g 

現  金         0 円 

5 月：      10,100 円 

 

               

累 計：    113,795 円 

     ｵｰｸｼｮﾝ：24,100 円 

      
ペンテコステ～ 聖霊が降る（くだる） 

 

（使徒言行録第２章１－４節） 

 

                              評価・計画 

                      三浦 直之 

「評価・計画」でこの 1 年を振り返ってみますと、会長としての準

備等昨年 3 月のコロナホテルでの会長、主査研修会から始まったと

思います。5 月のキックオフミーティングで次期 1 年間のクラブの

おおよそのスケジュールを計画し、実際、例会や西日本区、YMCA

の行事などの活動がスムーズに行うことができ、大変、助かりまし

た。昨年６月、熊本 菊池温泉での西日本区大会、熊本地震から 1

年 2 か月経過した熊本へ行ってきました。市内は地震の跡はあまり

気づかなかったですが、シンボルである熊本城の建物や石垣の崩壊

はいまだ修復の途中で、いたましく感じました。 

大会でハワイ ヌアヌクラブのモーリス シモニシ氏と IBC 交流を

行うことができ、エクスカーションで、熊本城や水前寺公園を廻り

有意義に過ごすことができました。７月、アジア太平洋地域大会で

タイ チェンマイ、バンコックへ旅行し、多くのワイズメンと交流

ができました。微笑みの国でスタートし、いろいろワイズメンズ活

動に参加し、皆様の多大なご協力のおかげで、一定の結果を残せた

と思います。又、大村中西部長並びにキャビネットの皆様 1 年間 

誠にご苦労様でした。1 年の回顧としましては、はなはだ中途半端

ですが、おあとがよろしいようです。“一期一会”を掲げ“吾只

足知”で次年度に向かいたいと存じます。よろしくお願い申

し上げます。 
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と き：2018 年 5 月 16 日（水）18:45～20:45 

ところ：ホテルグランヴィア大阪 

本日の卓話は、山中メンの紹介で、宝塚大学で博士号を取

得した鳥居興彦さん＝写真＝に、「茶道と禅とキリスト教」

その底流を流れる思想、霊性についてお話しいただきまし

た。氏はまず茶道で最初に茶碗を拭いて浄める所作が、ミサ

で司祭が葡萄酒を飲み干した後に布で杯を拭いて浄める所

作と似ていることに着目。霊性は思想、考え方などの背後に

あり、特定の宗教に根差したものではないとします。茶道の

「おもてなしの心」とキリスト教における「隣人愛」。仏教

の「座禅」と、キリスト教の「瞑想」。さまざまな共通点が

浮き上がります。氏は結論として「茶道と禅、キリスト教は、

その主要な面で、思想、霊性を共有すると結論付けます。ま

た人間は知性、分別の世界に住むだけでは幸福になれないと

説きます。宗教のみならず人間のもっと奥深いところの霊性

にまで踏み込んだ話に、私たちは深い感銘を受けました。 

 

                   

       

 

 

      

 

【今月の聖句】 

 五旬祭の日が来て、一同が一つになって集まっている

と、突然、激しい風が吹いてくるような音が天から聞こえ、

彼らが座っていた家中に響いた。そして炎のような舌が分

かれ分かれに現れ、一人一人の上にとどまった。すると、

一同は聖霊に満たされ、霊が語らせるままに、ほかの国々

の言葉で話しだした。 

 

        （聖句コメント） 

 聖霊降臨が、「過越しの神秘を完成する」ように、復活祭

の５０日間が、締めくくられます。今年は、５月２０日（日）

でした。「クリスマス、イースター、ペンテコステ」は、キ

リスト教の三大祝日です。       （松浦 和子）  

               

5 月第１例会 

∈∋∈∋ Club Activities May, 2018) ∈∋∈∋ 

We gathered at the Hotel Granvia for the month of 

May meeting on Wednesday, May 16. 

The emphasis this month was the Leadership 

Training. 

 

Hideo Yamanaka invited Takahiko Torii for the 

speaker,who is very much devoted to the study of 

the tea ceremony and its history. Referring to the 

Japanese tea ceremony and also introduction of 

Christianity to Japanese soil in early Edoperiod, he 

said he discovered many common aspects both in 

Catholic rituals and the tea ceremony – which are 

interesting to note. 

 

Working together with the Nakanoshima Club 

members, we played host to the Third Family 

Concert which took place May 12 and it was a great 

success, Zaolin he reported. We saw more number 

of children gathered this time than in the past 2 

events. We must thank all who helped to make it 

successful, he continued. 

Our officers’ kick-off meeting followed next day after 

the concert and heated discussion took place about 

the future task of our club - which we hope bring 

tangible results in the future.  

                   By Kan Tanikawa 

 

 

                          

キックオフミーティング開催！５月１３日、YWCA 山西

福祉記念会館で、熱心な討論がなされました 
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5 月 14 日、遂にトランプ大統領はイスラエルにあるア

メリカ大使館をテルアビブからエルサレムに移しました。 

イスラエル建国 70 周年に合わせての動きで、彼の頭の中

には 11 月のアメリカの中間選挙で勝ち、さらには 2 期

目を狙ってのことです。ユダヤ教徒、そして、福音派の票

を取り込むことを考えての行動で、彼はユダヤ教徒ではな

く、熱心なキリスト教徒でもありません。イスラエルは、

1967 年の第 3 次中東戦争で、東エルサレムを併合しま

したが、国際社会はこれを認めていません。国連の決議を

無視しています。日本を含め EU 諸国は大使館をテルアビ

ブに置いたままです。今回のアメリカの行動に対して予想

通り、パレスチナ側は反発。ガザを中心に暴動に発展しま

した。パレスチナ問題は、イスラエルとパレスチナの 2

つ国家が共存し、エルサレムの帰属は当事者間の交渉で決

める、ということが和平の原則になっています。長年和平

交渉を仲介してきたアメリカが、この原則を壊し公正な仲

介者としての役割を事実上放棄しました。アメリカの歴代

政権の対応と大きな違いです。忘れてはならないのは、

70年前イスラエル建国と同時に多くのパレスチナ人が故

郷を追われ難民となった事実です。故郷への思いを新たに

する 70 年前のこの日に移転を強行することはパレスチ

ナの心情を逆なでする行為です。2016 年 12 月にパレ

スチナのベツレヘム近郊を訪問しました。難民キャンプで

生まれた 50 代のガイド＝上の写真＝に会いました。自分

の生まれた難民キャンプを案内してくれました。排水溝も

完備していない入り組んだ狭隘なコンクリート建物群は、

衛生状態も決してよいとは言えません。彼はここで育ちま

した。日本政府（JICA）はパレスチナを支援しており、

救急医療センターの建設を支援しました＝下の写真。トラ

ンプ政権は「究極の取引」とかいう新たな和平提案を検討

しているといいますが、具体的な姿は何もしめしていませ

ん。パレスチナの信頼を取り戻すのは難しいでしょう。む

しろ、日本を含めた米国以外の主要国の役割が重要になり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と き：5 月 23 日（水）18:30～20:00 

ところ：大阪 YMCA 会館４F 

出席者：石津、大村、岡本、芝田、三浦、山中夫妻の各メ

ン 

〈クラブ活動〉 

・西日本区大会 6/9（土）～10（日）ANA クラウンプ

ラザホテル神戸。ハワイ・モーリスさんとの IBC ミーテ

ィングを 6/9 懇親会時に予定。参加予定：石津、大村、

坂本千春、芝田、谷川、中村茂、何、松浦夫妻、三浦、

山田 

・7 月例会 7 月 18 日（水）18:30～ 

 中西部部長公式訪問（谷部長、湯浅書記、清水会計、内

貴事務局長他） 

・8 月納涼例会 8 月 22 日（水）18:30～ 

 中之島フェスティバルタワー・ラルゴ 

・検討事項 

 特別会員（35 歳未満）の会費を含めた新しい会費制度

の検討 

    （第２例会議事録より抜粋）  

   Going Global :中東最近事情その 25        

                    谷川  寛                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月第 2 例会報告 

（クリスマス例会） 

YMCA ニュース 

（クリスマス例会） 

 ☆第 302 回早天祈祷会記念☆ 

日時：2018 年 6 月 15 日(金) 7：30～8：30 

証し：末岡 祥弘さん（大阪ＹＭＣＡ前総主事、学校法人大

阪 YMCA 理事長） 

場所：大阪ＹＭＣＡ会館 10 階チャペル 

 

☆土佐堀会館工事のお知らせ☆ 

現在実施中の土佐堀会館外壁全面補修工事は、6 月 30 日

(土)まで行われます。 

工事期間中は、駐車・駐輪場の使用制限を致しますので、自

動車、自転車での来館はお控えいただきますようお願いいた

します。 

ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解ご協力の程お願いいた

します。 

工事期間：2018 年 2 月 1 日(木)～6 月 30 日(土)  

 

船戸 輝久 
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≪会員、メネットからのメッセ－ジ≫  

〇鳥居さんの「茶道と禅とキリスト教」の関連について、大変

わかりやすくお話をしていただき、ありがとうございました。 

（大村 肇） 

〇ファミリーコンサート大盛況おめでとうございます！茶道

と禅とキリスト教、ますます歴史を学ぶことが楽しくなりまし

た。                    （岡本 剛介） 

〇無知でした禅とキリスト教の繋がりが良く理解出来ました。

鳥居様ありがとうございました。      （芝田 光雄） 

〇茶道とキリスト教との交流、興味深く聞きました。 

（谷川 寛）       

〇茶道と禅、キリスト教の共通点から洞察された思想と霊性、

特に霊性の視点からは、鳥居さんのオリジナルですばらしい。 

（中村 茂高） 

○ファミリーコンサートに出席できずに残念でした。 

（中村 幸枝） 

〇鳥居さんの茶道と禅とキリスト教の卓話に、大変感動しまし

た。YMCA の高校生の茶道の学びにも山中さんよりよい学び

をいただいており、関連してまた次の機会が楽しみとなりまし

た。                    （船戸 輝久） 

〇久しぶりの例会出席、楽しかったです。鳥居さんのお話、と

てもすばらしい！！数回にわたって聞きたいと思います。 

                      （何  早林） 

〇出席者 16 人と、いささかさびしい例会でした。隣の席の山

田さんが「危機的状況だね」としきりにつぶやかれていました

ね。ゲストの鳥居様の卓話、大変興味深く拝聴しました。 

                      （松浦 孝次） 

○興味深い話をうかがいました。いつもミサの時に司祭がぶど

う酒をのまれた後、杯をふかれるのが茶巾で茶道のお茶碗をふ

くのとよく似ているなーと思っています。有難うございました。 

（松浦 和子） 

〇鳥居興彦様、茶道についての興味深いお話、ありがとうござ

いました。茶道や禅における所作の美しさ、精神の崇高さには

大いに見習いたいものです。        （三浦 直之） 

〇今夜の例会の人数を見てショックを受けています。テーブル

２台というのは、これまでのセンテニアル Y’S クラブの初め

てのことではないでしょうか？これには危機を感じますが、メ

ンバー全員が自分の問題ではないでしょうか？（山田 孝彦） 

〇鳥居興彦様の博士論文をとり、PH.D を授与された内容、分

かり易く卓話いただき有難うございました。該博な知識、古今

の教典に通じられたご努力に敬意を表します。（山中 秀男） 

〇アカデミックな鳥居様のお話でお茶への道が、もう一つ大き

く前に広がり、もっと楽しんだ茶道を楽しみたいと思います。 

                     （山中 ちあき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ニコニコ・メッセージ 

【Messages from the Club Members 】 

          後 記 

５月はイベントの多い月でした。ファミリーコンサート

も 5 月１２日、大阪 YMCA 会館で、大成功の内に無事終

えることができました。収益も昨年よりも多く、何実行委

員長をはじめ、角地、中井夫妻、皆様のおかげです。あり

がとうございました。             

          

Shige 

 

５月２０日、高槻・神峯山寺で「うなぎの森」 

センテニアルクラブの参加者の皆さん 

子どもたちの多い、私たちの願うコンサートになりました 


